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    1. 関城書

        レゼし 北畠親房公の関城1些ドはその11的の深刻さに於て、その内容の高潔さに於て、更にはその

                                  つい し文の格調の高さに於て、真にたぐい稀なる名文であって、流石に諸蔦孔明の出師量乏㌘に比肩

せらるる如く、正読三三【. . て読む者に深い人生の道理を感ぜしめずには措かない、本来この書

     ゴセイ:t、関東の関の小」友に託て、奥州白河の城三i三結城二二に宛てて援軍を求められたlt5簡文である

ため、文章はさして長いものではないが、所在に散りばめられた珠玉の如き文字は、国歩の銀

難を双肩に担・って奔走される吉野の㌔隻∴臣の心が如実に示されて居て、感銘は更に深いものがあ

る、いまここにその珠玉の一＝三の事由岨を示すと

        ニゐ つらつら和漢の風を兄るに、大女. 1:を成す. 者は、終に敗を取ると錐もすでに人に過ぐるの智

 力ありて、暫く首領を保つ…(原漢文一二1「1司じ)

 これ｛/ド〔接には建武lll興の」カを尋II旨に盗んで＼威を一/tLi｛1に振う足利i∴1氏の'崇:類を指して誘われ

ろのであるが、古斗ミ大好をなす者は独り高氏の輩し二lllまらない. 、少しく才幹があればとて巧み

に付、利を計1')、遂し二け世を迷わし人を毒する者、今1-1に於ても比比で. ある。特に学者と称して

・INに過ぐるの智ノ」ある者の. よろしく1'. 1戒白屯すべきところであろう。

 先祖もし霊あらば、量睡艮此の怒を加1へざらんや。

 眼前の景ll害のために高氏箸;に味方し、吉野の朝影を苦しめた部将等に対する忠をllである。節

を屈して一・身・家の繁栄をはかる者は古来跡を絶たない、、然し我々の背後には千年二千年の父

祖がえんえんとして連な・. ・ている。イ:義の繁栄を敢てして、果して我等の父祖は黙して居られ

るや否や、/先祖の｝1脚此の怒り、それは歴史の批判と称してもよいであろう。次に挙げる語句も

意味は岡様であるが、影響するli斤は更にil当大である。

 そぎ              ヰヒコ                                                 ニホへ

 惣じて後馬を辱しむるの大法たるべくんば、則ち先烈を昌にするの孝道といひつべきなり。

 阿と. 1素ll1「しいこと1よ'で'ある。 S' IMされた標典があるのかも知れないが若しも親〃1公の独

創の文だとすれば. 公の積誠が凝ってこの名｛1」を生じたものであろう。直接には手紙の相手方

結城親朝に対'. 1％助詫であるが、後悪とは後ili:不義の∫・孫を言うt. 、現在の戎々の言動が不義の

r係等のための無言の鑑戒となり、その不義を恥しく思わせる程の規範となり得るならば、そ

れは同ll皐に先祖の功. 業を顕彰する孝道にもなり得るのだと。私共は精神的にも肉体的にも、遠

くll l先を受け継ぎイ・孫に三illなっている、、そのことは理窟で. は1｛ll・. . ♪ていても実際生活に於て忘れ

                               こニ コしる
ることが多い、過去から木:来へと、脈々と相承け相継いて行く人の子の理をこのことばはい
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みじくも昭示しているのである、

 大義鱗ぜず」1臆聾せざるの族は、畑樋フ＆の細捲腺卜、必一｛・纏怠の♂働に鮒・1すべ

 きなりrI

 過去に遠く組先を思い、未来に叢か子H系を思うことを遠慮と言う、その遠き慮りを実い、大

義を辮えずして［前の利害に就き、刹那の快楽に生きんとする者への嘆き、興国3年('1 :3 ・1 2)

の親房公の1嘆きは、ひとり興国3年のみの嘆きであったであろうか。さればこそ公の切々の情

は次のように引く。

 鳥の将に死せんとするや. 其の嶋くこゑ悲しく、八の将に死せんとするや1」1の言ふこと陣し. と

 いへり。

そして更に

                      くルコ 我国は 天祖経始したまひし地、日神統領したまぶ州なり。聖々栩承1ナて授受たがはず. 、ll. 

 は禅譲に依り、且はjE理に帰し、経る所九. 卜除代、. ・1午し. . 卜除寓蔵なり。たとへ末世に及ぶ

 と｛ 1骨継あるべか・～ず・剛・民約㈱1・胡・. ～・べき故な・)ttr之1・依りて鴎賦のllガ

 より・隙人J;1.  ｛1) Aに及ぶ♪セで. 、1嫁を畑混欲・毒・る撤久しかげじG・、セ亡し逆1艦

 図らんと欲する者は必ず種類を絶つ。川:の知るところ、誰か敢へて之を疑はん。…

 関のノ」・b虚の戦雲i↓IIに1」にll跨く、頼v'♪とする援'中:1よ容易に姿を現わさないoll1復の『！、みを ・

綾の手紙惜し・飛雁1こ翻る思いで送られたこの｝禰が僻の胸に響き、三川湘駅てな

お斬新な味わいを失わないのは、けだし公の忠愛の至情が行川に満ちあふオしているからであろ

うか。説くところも単に目前の戦機のみで1よない。遠くllll家」1、:創のll. 冒丸にまで遡・ノて己の国の

由来を述べ、大義の必然を説いて逆節の無道を諭す、短い文章ながら中には遠大な意1壕を含み、

川意ならびに配慮まことに周到と言わねばならない文中、経る所一・百七十鯛:i/St｛jcとあるのは

やや巨大な表現に見えるが、これは当時の史ll:の記録をそのまま引回されたためて踏・・て、か

かる表現は東西の古書に往々兄受けることであり、i白:ちに誇大妥誕と講るのは誤りであろうt. 

   2. 秀吉の遺言

 鳴の将に死せんとするや. 其の鳴くこゑ悲しく、人び)将に死燃とするや興;の論こと猷

といへり♂. 親屠公が誠心をこめて記されたこの語iりは、論iiliの:倒11篇1こあって曽f・が述べたLl

とばとなっているが、曽子も亦遺言の代りにこの詔ゴ語を引川したと菖われる、して1胴1ば、准

来この語は人々の最後の願いを述べるときに使われたことll川'1である死を前にしで人問1↓虚

偽か樋ざ7・'lv・人によemig」U'によって、轍峨さんど1・る願いやこと1川、1・差ノ川であり、

到底これを一一律に評価することはできないが、そこにこの人の真実がi｝11ら・t 1ていることは信じ

てよいであろう、その意昧で. . IU:の多くの1世言や遺［1｝は我々の胸を打ち、またこの←'阿城tガ'や

酩姑川公陰の留嚇・ダなど訳ドの撤としていつltでt. ・A々の心に廻、人1帥撒

としてその行手を照らすのである. 
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さてい一. 頬入手したのか三才1ノ:ガ、私の棚 1ン'i-1. 杁の遺訓ごと剛巳る珊のiliぼ【一「 t:

ll｝Wある。桑IU忠親溶・、 lll榊9f臼醗iすとなりているので・あの戦争糊・忽忙の間1こよ

9」くの思いで綱ささ1・た. もの！三二いし内描側蹴粥・が国の武入やf酬等合せて25

人の八物(1)遺、t1:や遺、. ヤ状が紹fl'されて居り、皆レの解説も附してある。 ili【こは旧臣秀. 吉のそれ

〔・)141く IH:！こ駅、て酩鮎・'・・らあ1・、よた1酬潴の家老長. 牌E楽の遺訓肋如く・あま1爪

1二)｛11らIIて. いなし・1'icy｝も. らるプサ♂ボしノ)そAllli列しノ)'iノく括1∴4琶ててプ言牽貞び)1受事をtt〈 dliClしたもa)て＼

毛伺'亡昭島所晦迩と注のある'lj填l」副えてあって、原文は次のとおりである。

   製川西・にイ総蕾岳蝉唄・〈e」θ々e・郁卜軽v3杓二閑くe軸i丑£喫」蝉僚

   ダ、も口。・v鰹い套⊥1、｝

                     し ぴナ 県娼。齢'砂口ハ⊆、醐一い:ドぢ桑抽Ot暫」§舶一ル'賓e崎冊軽Q如巳憐癖浬蜂2£

 魂顧で⊃e1レ←轟櫛〉［逃。喪」〉':

    く［¢ζ［ロ      三二露葬

   A  / P. ｛. ie. 

   」K へ 1

   ψ・/'や一. ぐ

   ㌃. 一'1(hr厚)A

   一ft Lb ・k o

   品触イ

      桶ひ. (b

I反名力ご多いもノ)て;'、 」:ヒtFsc)分り易く 、IFきtl:すと、 く夕'ダ粒ヨコill:きに1

         ユ ゼ    返す返す、秀頼頼み中し候、tt'i人の衆頼み申し候、頼み申し候。委細ii人の者に申し渡

   し候、、名残り多く候以lln

捌錦、劇醐1姻'う1・、此U)！｝・き｛川ft］衆としC.  S…ciみ11・1し候. ・ il・∫ L-1｛・t・・ltt・の外1・1認ひ

 ケ襲す事」旨くll応1カ・しく0

    8    1   8   1 1                                       』秀 』i」 f i司1 . 1…t)

   家康｛徳川家康)

   筑前(11iill. 1利家)

   輝. )u:(. 総和1輝巳)

   景勝(ヒ杉景勝)

   . 秀'家(宇喜多秀家)

      参る

 となるロ微賎の身より起ってよく一. 一遇を照らし風雲に乗じて遂には天ド統…の業を成し遂｛ず

た秀吉の功業は、大坂城の偉容と興ヨこいつまで. も尽きることなく、これを英雄と称し豪傑と

                             ひ ゅ こ名づけて何人も賄1よないで」. ・7)う. さt'tばわカf訓松1製講三三己において・あるいは
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 盤臣太閤の雄才大略、セ1了. 今. …人と称す。 G匠卜r卜第7脚

といい、あるいは頼朝や秀吉の才が斉の恒公や賛の文民などにも勝ることを述べた. 卜

 独り秀吉1こ至りては側1純忠・蹴、烈て天 ・11鱒机・濾を感 ll孟・1・∵・1に後lll、儲のll旨く

 及ぶji純ならんや. 、 (ili'ゴ・ド第7iifl)

とこれを賞揚し、また安政6年束送の際に述べた詩(縛難曲)に於ても楠公と並べてその功を

称し、

 世に捕判官微かりせ:ま. 

        あ 看臣の義まさに蕪れなんとす。

       な 世に豊. 太閤微かりせはア

 執れか華夷をして殊らしめん(原漢文)

と記し、1司じく縛吾集1・11、絹天祥のjE氣、歌の韻に和した長詩のlltで. も菅公やll本武尊、静御illl、

赤穂浪士鱗｛の人々と共に秀〒㌣を挙げて

 ああ
 嵯、此の数君ゴ・

 大道を分裂に補3、

と最高の讃辞を呈しているのである。このように英雄や豪傑の典型とも. 児なされる秀吉にかく

のllll 〈綿々たる1燃のli旦1. 三. があると1・Ui. 1じ聾ll…い1…lllの驚きであるt解1灘よ川. じ文iP811Sll

とあるのω賑:群〔15！)8)のことで劫、)9 1'i'・1に萌油川1鵬程じ(いるので.  1・1にケ［1

を1揃にしての文字通‘)の遺言状で編ことか. t・・f・・る。それにしてもこ二尉ゆ文而の殴1編

たることよ・天ドの照臨・に懸ること読厩だ幼い. 一fY」liu・嗣・の・婦・1)みで、嶋、こXl、Sr

以て'lll・i・i∫にも涌しい態度だとi滑ることもできよう。蒋また醸肋親C…llC ・hil/ d・現. i/1と感

回ることもできよう・兄る人【こよってOt:yl〕はさまざま一(・あろうが一1川の趣命1・ら屑ぬの

雌国の習い・紙や伽肋先例に鑑み、εく峨眠叫脚・糊を陣して誘i・｛が縣

の安目を氣遣いその安泰に簸大の望みを託したことをとやかく非難するのは直llるまい. 、即ち

こi. tf'呈の懇願にも似想F・1肋ごある儲・鵬・」;『、これより」7鞭の潮1疏｛1615)！こ1款」反城

は焔砲ま披落｝・茂し三脚・23融舳・α暇じd鳳糖L職購か2代で蹴し/t、

その三二速やかなること・かの∫紙よりも㍑しい…寡M秀撚々ll肋る思いで脚蝋

を眺めたであろうか、

   3.  氏綱の遺訓

秀・畳fの遺漏と・)i・1・Iしで、:一A［1・・U'ひ紹介した・icl)1⊥. IL徽網が∫孫齢した遺;川θ、る。1し條

氏は鎌倉幕府の執権として130≠トの栄を1誇ったIL釜政の流が右名だが、それ～:は別にll三｛・llll斜℃関

東の小旧記嗣薄えて・初代の糠・胴を醐一応日敏一正窯岨5鰍き誰」1。卿蝋『

脈を保った後北條氏と称せられる一・流がある氏綱はその2代日であり、奇しく. tその∫・係の

氏政・氏直は1ノ《iE18孟1こ(159〔｝｝秀吉1こ滅ぼされ、酷iL. コ・U・・・(天1統・の魅ラ載け二
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と史詐には記〔. てある。両茜の因縁奇なりと言わな口ればならない、さてもr・係の永続を願っ

て残した秀吉の遺訓はあの如くしり隔たるものでありたが、1司じく子係の繁栄を祈って瞥いた三

綱の遺訓はどのようなものであったかr多少長い文章であるが全文を掲愉して見よう、

   ＃:官民関心鮮薮トも9胡《整9繋6麺《」自民芝鰹睦焚'｝←∴離蹄勲喰'ゆ'組くeく帥ロ岬R

   並自認で⊃ト・噛P緒樋N餐総ゆく〉軽。環e融遡椰断口①廼ρLl七二桑頑＞1乾裡潴A」忌. 善

   襲リ

 トKl如・・副・蝋1塁畑・ゴ擢細三1拠(・ぐ'一鞭製陶・、逝'い喬旧ド圖昼駅制

  ンぐギニ'ご越とe督麟二桑t ・t口争興。「樋レ塊u引網悟A・ガ群雄艘ぐ粥一点λゆ色価ぜ

  桜…㌍！！・e. . 曜静き」au・重0・壽蟹照年即詠整L｝運、鄭瞥くFL掴」面」£←馴A」1)一M■'1駆㌍燵

  ｛」億融・＜e鮒£棟e踵ギ煽ぜゆ棚・ゆ世説奴・ft・叶Q断碑血紅レゆ'

  締、N価o14e饗モ」司零細轄レe癌中門楚呂調細i武」ト・鰹。・1く牢(∋O選翠憲源諏和'心証

  鼎呼唱聖土些ぐ1揖」捕i塑〔こ魎Ll、」潔樹蛇イき。榔Hく睨宅診甥韻慧」:」

 1也｛壬払。最ドー〈・掴躍抽:L！騨虻迄ゆ隆輕U貯. . 軽。悼哩。勲欝くロ藻9イ」ゆ却鍾歯黒樋〉

  聾謝些・綴…・劇u・Mrk＜貼v紳蚕i桝廻三！ru・ゴ献空蝶鮫i趣脚噌'田46・

  qオ｛属1融琳驕艇N飛報ご・杖這高紐崩i解雀L！レ'一くG§ゆ一・嘱1ひOいO也㌍n奥・1蟹劉1㌍霞

  鰹。遡やゆ一類甫10割田ご'イJA」ぐ)士長｛う・o鱒斌も燈唱('匪喬攣L主ト・酬H担喰。・o締遮禁冥焚'

  胴欲地ヤ. 瑠。頑㈱刷くゆ電・o哨6. 励辛。申e撫G姻！わ1欄温温'斡禦・みUl曜雨

  粘柚鰹冒亘給Mρ噛し少i埜掴中米輿萄畳05望櫓麺1但G継tjイぜ霞みい。や。査㌍舶

  A」十界沸電o竺ト樫棉唖弔掌e砲Ll竺那柵一)〉ヤ旭アゆ樋gD 1圃‡1(荘・駁隣eドー2群'広く

  ・鋤く轟厘嘩褻吃煙ぐ㌦「・○凱瀬へ1レ噛P駄誌遡i。N匁12触戻臨梱罵ぐ潔一ジ遊｛卜しl課鞠蝕

  →く塗e剃跡陛。攣摺魑司檸襲睦蕪'二和蕾eや勲ゾ瀧e心O士和へ1如。ト・鰹2紹'←'

  翠駅戸ユ食塊ゆ細雨争P忌運U鎚宍コ襲剤ダ灘・＜二2総桶＞」①ヤ囲瀞辛。湘々軽二呉凸)くρ

  眼細筆。4三＋・a…e曜λ片・湘く雌…脚榊樹'縢コ廷顯榊昔6∂醐. 

  9:‡L掃÷醜くL｛・t・一・・pur・ ; tt as(・q飾に置・戚i～碑怨敵電'・e・〈。姻ぐ継:画く

  1ヒ栖⑰L！'十1艦！具｛丑日砦食や蝋転巳皆野‡jレ惰眠鼻樋9粂べ2」0→く艦n尉麺噛が白蝋申黒

  ＼！ll丹セ樋樋'＃＜sbeN)kぐ4・！匝迩榔:！トノ避1聯山海躯9匠到鞄→く輿e壇姻㎎晶出瀞'

  Pt思一極肇。駄蕉樹声～報ぜ面詰÷館蝋㌍博. 、にll誤配1民話。 〔⊥6鳶口樋竺血紅！P一這

  L. ) )

 文章は腱ゴに3ケ条続くが、引川が長きに失すると読む方. t、疲れ、印象も薄らぐので、ここで

 ・区切りして暫くド・〕容の検討をして兄たい. 最初に其方儀とあるのは三綱の長男氏康を指

1、、氏康【』、こし')。三:'の、氾された天文101卜〔i54Dに｛よ27歳であ':｝た。分別すでに備わ・)た我が∫・

に対し、他人の翁占名i川忘？1ることもあるが、親のIWIくことは心に111 ;1:って忘れ得ないで

あろうから…と1よiillとも懇切な親心である、親は. i'・供の最初4)教師であるという。それは決し

r):s



て幼児・弊嚇代のみ岡避らないことをこの淋如1 文財している語一兄緯蹴鋤:

 前まで. 我が子の教師たらんとするのである

                  いア  さて叔の第頃蟻理を守ることの訓である. 餌・鰯9蘭喰の・i姻1・1代棚〔瀦判も

儲1できずド. 蜘ll二棟ば忽ち隣境から・'・搬を蝋悟しなけれ. 臓らない照い1鰍【こ於

て・勝つためには・生き延びるたy・にはあらゆる1繍1撒を胆と撫る蹴あたと思坤

るのに・この人は天運つきはて滅亡即すとも、御腱へまじポ凹き…櫛評〕ての

瀧と勲捨てての糀とは知包各別に喉P厨・て、たとえ躰灘・n・秘と遺継守

ってたじろぐなと虚しているr ・｝1たか耀・(・一生ll蹴答え燃帥∫区魅騨さ1・ 、t

た生れた伐が子を鍛えるため、千r刀σ)谷に'. 二)き落すという一一の王の話を剋1傑させるではない

か・我が子の. 怖のたy一・に1増ってのrl＝轍ll山・も三'1…儲1する秀t'ti a) tv 4i」 W巳たとえ列liこ

秘と臨着捨てての・婚三鵜求め赫と諭紙牌・'1∴締胤そこにlllω献まいが、1、1、1

者を比較して対照の妙、まことに印象深い

 そもそ蟻眺守ること・脇義を・臥じて貸越ざ1・r・triこと1よ、我鋼呪壷5・・諸、幅

肌た所であ・て・と1')・bt一) ？1:川・IWIIglj・・儲u・・て・・・和上・〕厩、1列え喘'｛・1繍眠

の弟子梅津共軒の質問に答'えて

御1嚇山笠チ轄・第一一義. 也・コ・糊rl榊杁・バ凡・為・所・・II、)llラズ櫃

 スシテ・人欲ノ私二陥ルゾ. 1註楯∫;吸喋南1 1・ノ・糠、獅・榊i・集・け・、1棚・≧・随ノ｛iV、

 大学ノ末舐或問ナ1・ヲLJテ詮義セヨ。

義理ノ1轍ハ近思鋤ヲ｛iFセ1い阯之・iJfK・lt之ラ携シ、尋馴鹸熟酬4玩少シモ1111 tkli・

 ナカルベシ.  1回文. ・都漢文)

と記し識鵬わきまえることこそ儲たる者の第. ・に勉む/・きこととして、糊勝椥隼

目まで教示している・衡・. 二陣は前・述べt・・tal＜.  ・li｛:の恵］1・劇蹴素寸してt'. 二御燗蜥工/

を答えたもの・帰湘こついてt・M ・八螂i蛛瞬｝の條に、1芝の、コ:蹴しぐ

 田「裡. 、塩. 鉄脚魏烹細。湘i。左. 、網齪㌍応仁

 (「1く為にする隔1. 〕偽・賭岬1な・. . . 為1ける研くじ偽・嫌↓融嚇

という言駒が枷てあ・て・義と利との横のまこと鵬｛こして要柵ているのに櫛動す納

であるカい ll・｝の. ノ・々亡名1謝♪とじ(こ娃鯉llllえたこ・・侃しぐ踊. 1皮11嚇M＋

「もこ禍について論1…'1覚したこと棚えるが、;剛は今後のli胱｛・隔たい款、・」. ( 」:: ci)隷

とは

 圃K・・こ臥、;薫:報r∴｛巽r＝ゴ. 、糠:総. 、薫:。

 (国は利を以て利と為さず、義を以て利と為すゆ

というもので・ここで帥伽こ於ても利磁てて灘輯〕・べきこと棚…調さ披、、る. な掛

八二略献(孝宗)の條を読んで行くうち、次のような蝉力・あるのがl」矧いだ. . t
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 是」;り先、匡Llトに、人声は」〈の字を去ll)、皇帝は皇の字を:去る//、評ドは君臣の礼を用ひ再拝

       レし 等の語有り、. 金の使至れば、則ち起立して金主の起居を問ひ. 坐を降って書を受く。奉使の

 者1よ白ら陪臣と1ilじうす. 1館伴の属、皆些の来使を拝す…  (原漢文｝

                             りんとtt＋かの靖康の難(口26｝に北宋の配下・欽宗は女真族の国、北方の金に捕えられ、六宮の美

入も合せて円い法られ財宝亦掠め尽さilて末の肖llはただ凍餓を残すのみとな・. ・たことは、宋

1！を読むκの落涙を培じ得さるところであるが、幸いにして岳飛等び)尽痙によって宋の社稜は

保たれ. 円宗の弟高野が臨安(杭州)に都して田:に南宋と称せられることとをつた。上記の文

は実にこの当1貯びγ培ξ金の交りの様イ・を述べたもので以前はただこれを他国の不幸としてのみ

兄ていたが、戦後ノく日計帝国び)大の字は削られ、帝国の文字も亦大学その他多くの場所から消

え失せ一li領軍の？tl:輩共に平身低頭を」≒儀なくされた有様を思い出しては、他人事ではなくな

     げ ゴコ
リ、感慨. ・人のものがある。かれは12. 世紀の'h来事、これは20世紀、時に隔たりはあれど、勝

苔の臼:打と敗者の境遇、その相似たるに一一・驚せざるを得ない。しかも敗北卑屈の除韻は現在も

なお櫛拭されず、貨幣に¶本国㌦ヒ刻まれて大の字を欠いても何人もこれを疑わない現状で

ある。 国家は義を以て利と為すとは大学の名言、何でもないようだがそれが如何に至難

な業であるか. 敗れて始めて身にしみるのである。ところで十八史略はこの文に続いて孝宗｛高

宗一孝宗1の・ド績を述/・i

 ll｝に至って始めてヒ｛孝宗のこと)を即して宋li匙帝と為し、止、叔姪の1'lilと為し、歳貢を易

 へで歳帯と為す. 、歳幣は十万の数を減じ、地界は紹興の時の如くす。而れども鯨の礼は往往

 . ・危に｛誌く1よ改むること1彪｛よ‘ザ1。

と記してあ・・て、孝宗以前に1:煽li記の如く極めて不名誉な状態にあったものが、孝宗の時代に

なって

1. 従来皇帝び1践斐の←テ:を取られていたのが、宋肺野と称するようになり

よ金と宋との関係、下表で君臣の礼を取らされていたのが叔姪の関係となe・｝(金三世宗を叔と

 し、'家声. 孝寸ξを硝三と一3一る1

3. 歳貢と称していたのを歳幣に改め

4. 然もその歳:幣は1・万謳セ少し

5. 下国の境界を紹ゆ1曇隼闘の10に復し、

6. 然し、改年できないものもいくつかあったにのことを孝宗は大へん嘆いている)

という風にiilll匡！のllllは対等になるために大いに改善が施された。そして両者共々、約30年闇和

弔が実現したとして賞揚されているのであるが、この和平に対して極めて鋭い批判を下してい

る史家があることも見逃してはならない、史家とは宋朝史論P「の著者王船山である。その宋

朝史論には

 南宋の孝宗と金の. Ul:ケ1霊t乾道元1「(1. i 6！i')和を結び、従来の君臣のiLを改め、宋帝は姪、金

1r)



 帝は叔と称することとなりぬ. 一/これより南. Iしの交争絶えたり、後. lll:これを称しで. ∴帝寛仁の

 故なりとするも、三L船lj」1よ

 これ;国が活躍するtitEはざるに至‘｝たるものにして、二国が1司じく衰亡したる前兆実にここ

 に在り

 と喝破せり(孝宗論◎南北講和の真｛11)t. t

と編者のまえがきを記した. ヒ、船lilの論を回せている. 日く

                      ひ            のし セ
 故に(南北の講)盾llは皆己むを得ざるに出で、姑く民を息むるを以て名となしたるものなる

               ニち こ ら
 に、無智の者従って之れを信じ、交々起って之れを誉むるは亦愚ならずや、

 宋と女真〔金)とが枕を並べて亡べる前兆は巳にここに存せり. 

と。驚くべき椎論であるが、当llξ1…に於ても～＞1. 1のわが国のなllく、兵備を輯んじ1」1境を無視する

所謂t自ら君子たることを誇れる輩｛宋ll. ｝代め文化人)Pが多くて、両国とも無敏ノ」｛ハ風潮が蔓

延するに至った。

 かくして宋と女真とは其の内情を同じうし相倣ふて衰運に傾【廿るなり、何の賢き二とかあ

 らん。…｛II1略)

そして結論は次のことばで終・っている

 故に日く、

 天一ド安しと錐、戦を忘るれば必'ボ危く、言うして戦を回るれば、其の厄きこと必せり、況ん

 や危きに:在りながら、戦を忘る・を以て安しと為すをや。

 危きに懲りずば、亡ぶるに当って侍むべき所なし、寒心'｛一べきなS) 一

と。上船山は徒らに批判を事とする史家で1:tない自らち梶朱の掌を重んじ、重んじるが故【. tt

宋の国家と人物を愛し、愛するが故にその興亡にノゴ鱗の涙を流した史家であるeその人が宋朝

滅亡の原因として挙げること以. llのとおりである. 孝宗の努力にt 'て宋の国JJか回1建された

ことは評仙されてよい。然し〃危きに在りながら、戦を忘る・を以て安しと為す昂ならば、や

がて

 宋亡、(末亡ぶ、…十八史略｝

と歴史σ). トにいとも簡単に記されるに至るのである. 

 さて氏綱の文から出発して若林強齋一張南lill:一山八1迎三一王船1. llとだい. il寄り道を重ね、1iS・

く遺訓の4〈. 文i. 二還らねばならないが、若休づlll齋が義1型の11111微lj:近思録力を尽翌りt:記！. '｛:. 

いることに鋸み、今…つ近思録の文を振り返・. ・て兄たい、川ち、義利について1kNlいは

・1欄邑塩耳零'H. ＃:WW'tK・諸、・揖露. . t旺、＃鯉∫旨毒、輯〔臼じ……

 (Ttt(中釘謂ふ其の義を正して撲の利を謀らず、 l l;の道を明らかにして11:. の功を計ら』ど. ｝

・義と利とは是れ｛固の公と私なり

等簡潔な文字が並べてあり、特に前者は講孟苔lj詑の序説にも四川されているが、次の文を兄て
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は思わず息を呑む1さ長いがした。

・人多くit賎に安んずるを言. i、、其の実は只是れ計1窮り甲州し、才短くして督照する能はざる

 のみttt

 果し梢動き樹・ば、恐らくは未だ肯て之に安んぜじ。須らく足れ誠に義理の利欲より楽しきを

 知るべLc、乃ち能くせIL 、 (原漢. 文)

:念のため言い直して見ると

 世の中には清貧にl19んじるなどと言う人が多いが、実際は豊かになろうにも、その力も才能

 もないからで. はないか多少とも豊かになる可能性があれば、清貧に安んじるなんて言わな

 いであろう。むしろイ∫当に義理を璽んじることの方が利欲に走るよりも楽しいことを悟る

 がよい、そうなって始めて、真に貧賎に安んじることができるのだ、

ということになろうか、多少歯切れの悪い文章であるが、内容は人情の機微を穿って驚くばか

り. 今も晋も変らない人の世の姿に舌を巻くと共に、義理を説くことの巧みに敬服する次第で

ある、

 以L第【項の義例伊ll)について若干の考察を加えるに当り、主として徳川1晦代の学者若材く

彊齋の教巻導きとして述べてきた、曳綱は勿論弥齋よりも一瞥前に生きた人、然も政治的にも

対し的にも我が国'ぐ最もイll・｝な時代とされる、戦国争乱のUilを過した八で. ある、そのような不

幸な時代に生きた人にして、かかる立派な信行があるとは何と素晴しいことであろうか、】実は

氏綱がこの遺、ll;をしたためた2年後に最初のE一一一ロッバ人が我が国に来朝した。そしてその後

次々と渡来した宣教師たちは、当時の日本人が礼儀正しく、勤勉て. 、清潔を好み且つ畳叩のあ

る民族であることを認めている。そして、少くとも東洋に於ては学問教養に於て最も進んだ国

であると報告しているが、けだし氏綱のtlnき人物があちらこちらに居て、善政を施すと共にそ

の影響を領内に及ぼしていたとすれば、あながち宣教師の報1与は過褒とは書えないであろう。

1司様なことは次の第2項にも兄受けられる、t

 遺1ξIllの第2項は多くU)部rを痔つ大将たる者の心得で. ある。これは「文章もやさしく、解釈の

要もないと思われるが、最初に武」二lur人百クll、即ち領内のすべての人々を愛せよと説いている. 

木彫1よイ;欄、不陸L思えとはこれを愛憐せよという意味て. ある。そしてその次が大変である、、

＾惣別人に捨りたる者はこれなく候♂即ち人は各々待徴特色を持っていて、所謂役立たずli 一一

人も居ないと言うのである。諸i誉量・骨格・弁II㌃・才覚等文に優れている代りに武芸武勇の方は

さっぱりの者も居り、反対に周囲からは愚蕎と評されなから武芸は抜群の者も居る類で、その

長所を取り多いて、その短所は覆い、適枯を適所に使うのが大将の大将たる所以であると、恰

善現代の経営管正q！学そっくりの事柄が述べてある、特に敬服するのは、たとえ欠点のある者で

も、これを役立たずの愚か者だと兄限って仕鎌っては、本当の愚か者にな・｝て向li心を失うの

で、決して部下を兄限るなと戒めているところで. Fl、 I llは教育という立場で、これこそ教育者
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の最も人:U」な点だと常に教えられてきた、、それが乱ill:に/1きる置1や俘の心得として二こに語らA

ているのであるしかも、身体に障害のある者でさえ、使い方によ・)ては役1己立ち得るのだと

ll:いてある、何という温い親i:りな心であろうか、 ・ノ∫では義のためには身命を賭せよと教える

親が、一・・方ではどんなに能プ」の劣る渚でも、その1受所を兄川1、これを活かして使え. ！:1説くtt

ここにこそ誠実に且つ勲心に生きて来た我等の父祖の尊:い姿が伺えるではないか. 現今でも他

人の長所を見出して捨てる勿れと説く人は多い然しその巾の幾入が、義のためにIJ向分の｛1そ

命をも惜しむなと詰っているであろうかこの二つが1司時に言える上うでt〈 llれば、それは本

物の人物でないことを氏綱はその子に伝えているのである、

    4. 分限と倹約

 将たるの心得をかくも透徹した文章で警き残した氏綱は、更に何を附け加えん、！二したか1、遺

訓の第3項以下は次のとおりである、

    ミのロ
 1世竺鯵♪壁面・£楚ト輯1廊e念鰹へN告へき」⊥も」剣赫e→ぐ義1ぐ凹溜藺綴S虫瞠2ト・十念eg回題へ卸

  魂耐。知竺'蝋よ樋口零貼恥三匿柳農わgo韓藍iゼ＜e念座鱒㎏妬。・でト〇二！4qΦヤ'賄費。巽

  u→Q£ゼ艮！ヒ曝ue言詞…ざ曄ト滋雨堕v鮭直ぐ'k蹄＝1鮒畑碕ρ'驚職細輝蝋ゐヤ・・細へqoP
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  桑弓e㌍姫に想二！二二麺卜。巡遜へき1車ゆ奏'堰擢N二品・c？ '旨ぐN麹銀うAtlヤ・・o・食'避儲引子
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  Rロ二二渕ロ］眠出山〉督富盛。押整湯口'｛藤｛ト暴登e顧製へとしk奪h匙麟掩蓋あJレ'塒鯉姻唐

  tk「厘Al昏いボdドe幽玄卜1払雑A柄。踏〆婁長軸ず玲緯'｛ζ葎緊紹膿！Oil絵'富ぐm躍・き1々

  魯」'週心懸脚ゆ！1∴帥蔑。内岬山棚糎重'欄広聴Eμ能・う澱総モ::迫堆趣'〈膿÷

  廊:1レ潔判ε餐t慕廼封招e履蓮楚」景厘'ゼ糞e碗Rロゆ迷翻e叡護頑厘、琉へ鎚ぐAl頑'蜜

  ぐ□齢副典一藤密画擢1面le罵鍵ゆ避慰e二幅咄瀦趣一旗騰穏」・婁恥曜イに

  琶認羽樫。蝉軽晶晶詔とe迦翼蘇＞Ll←＼べも〉'翌ド随蟄ゆ距聾二. i憐脚き燐漆ノ掴:唄

  逃仔U寮軸t曝'｛麟伽匪'田皿田雨藻ト・塑区ぐ1！t＝麹で'鰹ゆ1田韻士但停・鞠q磁§＿ゾ:9＜

  2 H？f)」・P宰ベへ喫v＋嘉綴'團岳囎鉱U一｝レ七二e繊釈』毛逆＿》o罰二三三二軽喚丑e重肇

  思. 翼魑「よ￥e 〈・⇒i喧Φゆぐ. 」o掻楚翼くe尊雨二二'弩髄軽響ご翻叶vギ;＾＼/図取さie運

  くゆ戒。抽》v。属崔N細楚叫田蜘2ト・構P三二＝e→｝硬廼歓ろ・e＜＾lr倒。十訂愈蚊き姫瞬1こ

  1訣纈vレ士重三挟丈り。モL、昼て'卜罵締ゆ余瞠黛1価鐙塾。」60重・Qへ♪o細却矩キ1'£・oご＿1。

  象覇恥。瀬悩羅細宰触図やまe面拠1. ！軸ゆぐ允ぺ慧卸。

 1運繍艦暴如伽roイ」［瀞蟹嗣慰ゆ曹費坤L官、晒鋤創《. : t. 重sil to左」。｛墨影と齢・ゆ盤ナ解一駕
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   旨く以下周一絹工1士1コ  出:駆組扉

 年表によれば一網しノ)死亡は天文101卜7月191. 1(55歳)となっているのでこの書はその2ウ・

月前、多)｝自己の命運を党十1'江て記されたものであろう。さても領民をこよなく愛し、その最

後の・人に至る上で・t ;lll'iに思う幌の人1こして、我が子、我かイイ系の. ・1・1:福を願わない筈はない。

第】項に於て羨のためには滅し:をも恐れるなと弔えたのは、あくまでも義理の尊さを強調した

のであって、氏綱たるM何ぞ臼系を思うこと秀吉に劣らんや。さればここに掲げた第3項以下

の記事はすべてこれ如何にして戦国の仙:にll券ち残り、最後に記されたように1'当家繁昌〃し

得るかの妙策であt. て、自分のことは…言句11」もこれを述べていないことは注目に古する。然

t‘そのな9・策たるや

 第3項目各rlその分限を守るべきこと、

 弔‘1項目万事倹艇'を旨とすべきこと、

 そして最後は勝て1. 11の緒をしめること

である、、それもただ分限を守れ、倹約を守れと言ったのみではごくありふれた平凡な遺言にな

一てしま. )が、流イ1はゴlii下酒蔭の老将、 ・兄平凡に兄える徳目を懇. 切丁寧【こ1説明し、時には即

近な事1列まて尋、示して、そa)・k要性を強Rlklしている。川意周到にして、深慮遠謀1なりと言わね

ばならない. 特に1く北條早雲のことを述べて自ら父を尊敬している旨を披灘していることは、

「剋しの盛んであった時代だけに印象深い。武川信玄などとは雲泥の差が兄られる、、それにし

ても早雲の侍は古1蝋なるを. よしとす、ということばは戦国時代を兄伯:す程の名言て｝あるし、

1仁た'！1田:風を好｛む1は多分は是軽薄者也と1ま、取って以て今IIの鑑戒とすべきであろうか。

なお、第3項の手苦ツ∫音はr・卜者、手練目刺にたけた者のことで、爾策を設けて人をたぶらか

す者を指すtt tVlち己の分1製を越えて派. 「・な振舞いをする. 者は、多くはこれ乎苦労者なりと氏綱

！‡言うのであるが、1辻間の人情まことに. 占今同一であることを痛感せざるを得ない。また第4

項に倹約を弓マすめて、 (ヒに立つ者か:〕華麗を好む時はド民を貢らざれけゴ川る所なし (領民か

ら絞り蝦らなければ財源がない)'tt、故に反対にttt倹約をごl」fる1貯は下民を痛めず、侍中より地下

人百姓迄も富貫也∵'と言'ているのはll午代が時代だけに注IIすべき意兄で＋ある。一t・舟生に武家時

代に於ては大名や領. ・ilの粗税の取り立てが急で、領民に対して大へん踊告であ・つたとする兄方

が多い、、特にiii髪後【よllll民を主権者として川園する氣風が強く森り、それに」:ti列して領iこや代官
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あるいはその手先が悪役に仕立てられる度合が多くなったt勿論当時の実力者の多くは、主と

して武力や策略によってその地位を獲得し得た者であり、そのために権力におごって横暴な態

度に椙た者が少なからず居たことは認めざるを得ないが、然し武力や権力のみでは遂に八心を

つなぎ得ないこと、いつのll…1…代も1司じである論より言lli拠、11月日は我が身とくるくる境遇が変

った下剋上の風潮こそ、人心は力のみでは治まらないことを如実に示している。そして、かかる

風潮のさ中にあり乍ら、領民から敬慕された大名も少くなかったのである。上に立つ督が節

約をすれば、領民を困らせなくて済む・・…一 とこのように心掛けて我が子を論ず領主を1叩がな

い住民があろうか。北條氏が5代100でrの齢を保ち得たのは偶然ではないと思われる. 

 国史研究年表によれば、天文3fr(1534)4月28【1の條に

 大内義隆北條氏綱今lll氏輝朝倉孝景本願寺激≧教等即位料を献ず

という記亦が載っている. t畏多いことに、時の後奈良天塁は御践揃…の後も永い問即位の式を

お挙げになることかできなかったそれを坐視するに忍びず、これら数人がその御料を献上し

たのである(2年後に御即位)、して兄れは氏綱はただ倹約々々と言って領内の富強のみを計っ

たのでなく、必要な時必要な支川をしていたことが分るt)特にそれが我が大内義隆と ・緒であ

ったことは意義深い。恥多き室町ll孝代に一一味の清凍を与えてくれる記事と言えるであろ洗

 そもそも倹約をすすめることは. 古来我が国の)隻風であると評ってよい. 、氏綱より約～百‘卜

前に井かれて人1」に)M Xするかのi・E然草にも、松ド禅尼という人が障i・の破れを回りて使

用したことを述べて、

 世を治むる道、倹約を本とす(第184段)

と記し、また

 人は己をつ・まやかにし、奢り脅退けて財をもたず、lll:をむさぼらざらんぞ、いみじかるべ

 き。昔より、賢き人の富めるは稀なり (第18段)

と述べて許l11や孫侵の故事を走記し、

 唐土の入は、これをいみじと思へばこそ、記しと■めて世に董、伝へ(た)

と結んでいる。兼好自身もこれをいみじと思えばこそこれを載せたのであろうし、私もこれ

をいみじと思えばこそ、ここにこれを紹介した次第である。更に徒然草の第2段には［屡原師恩

の三三として

 衣冠より馬・巾にいたる末で、あるにしたがひて川(ゐ1よ。美麗をもとむる事なかオ11、

という文を挙げ、次いで順徳天皇の禁秘抄をも引用して

 おほやけの奉り物(陛下のお召物)はおろそかなるをもてよしとす

というお門葉を載せている。徒然草は随分多くの人に読まれているので、氏綱ぜおのずからこ

れを目にしたことがあるに遠いない。そしてこれらの文章を通じてt'lll:を治むるの道、倹約を

本とすということが、父早雲:の並範と共に彼の治匿の信条となったのであろうt
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   5. 書かれざる男大学

 さて分限と言い倹約と記すll拳、どうしても思い出さざるを得ないのは'二宮尊徳である、. 現在

                            らこ                    ヒけよ
は分限と言えばio瞬2iの原則に反し、倹約と轡けば経済発展の法則にt'茎るということでか、爾つ

とも人氣が落ち氣昧であるが. 私共はチ供の折、町内に報徳会なる組織があって、小掌生全員

がこれに参加し、毎朝illl『内全体の道路の清掃に当・. . )ていた。6時に起きて、61卜闘これを実lf

したので、箒で道を掃くことだけはil手になった。これを絶て. もこよなきことと感謝している

が、一tの蘭恵会なるものが一t宮尊徳の遺徳を1思んで. 作られたものであることは、幼い当ll芋知る

由ヰなかった各人がrl己の分度、分限をわきまえて勤倹貯蓄に励み、それによって生じた余

裕や利益は憲んで他に差しげる、即ち推譲の道をll昌道して多くの人や村を救い、 E'ildの如く後

iH:にまで遺徳を及ぼした尊徳翁の功絞は、たとえ憲法に何とill二かれようと消えることはあるま

い、、liijは徳川時代も斗(川に活躍した人であるが、生れば奇しくも氏綱び)拠った小田原である。

氏綱が嘗って我がt'・ IL tt. tした分限・倹約の教えを、 J三百年の後この地に生れた二宮尊:徳がII昌道

                   こと ド し拡充して居る。思えばこの国の世に生きる道理の伝えば雷'の. ドを流れる谷川の水の如く微

   んよ
にして妙なるものがある。翁の事績を述べることは本論から遠ざかるのでここでは省略したいが、

           のその遺稲を読んで1-1の峰糞の剥げる思いのした一・文だけはぜひ紹介して謎きたい、(二宮鎗夜話

一一 Q之1几D

 或い」巳女k学は、貝原氏σ)菩なりといへど、女子を1. 1三する甚だ過たるにあらずや、

   サ  翁「1、然ら'ボ、/v〈 ・'i;:1よ婦女一f・ ci)教｝言)11、至れi〕尽せりt:知｝道の肖ミ宝と:云べしt」llllのtlllくなる

                      マけ 時！」. 、女〕▽)立つべき道なきが如しといへ兵、是女イの教訓、！11なるが故なりt婦女子たる者

 ユく           いみ                      ニ くな             び

 能此理を知らば斉はざる家はあらじ、舜の榊史に仕へしは、則. jiたる者の道の極にして、 lii】

       ゆ                                                             サ

 . ・の理なり。然といへども若し男子として女大回を読み、婦道はか・る物と思ふは以の外の

                                げコし     ぼそ いこ
 過六なり縣女大学は女子の教訓にして、貞操心を鍛錬するための書なり. 、夫鉄も能々鍛錬せ

 ざればこ折れ」ゴ曲‘～ざるの刀とる:らざるが如し総て教訓は皆然り。されば男子の読べき物

 にあらず、、誤解する事勿れ、

            もし 世に此・し得違ひili々あり。夫教は各々異な賦:・論語を見ても知らるべし。君には蓄雪の教あり、

 民には民の教あり、親には親、子には子の教あり。君は民の教を学ぶ事勿れ、氏は君の教を

 学ぶなかれ、、親も又然り、子も又然り。君「巨親. ∫・夫婦う己弟皆然り. 君はに愛を講明すべし、

                       ノ ビリ ヒドリ
 民は忠順を道とすべし。親は慈愛、子は孝｛. f、各々差が道を違へざれば、天. 卜泰平なり。之

 に反すれば乱なり。男子にして、女大学を読む事勿れと云は、是が為なη。 (ふりがなは筆

 者)

貝原益軒の撰述とされる所謂女大学ア'は今日評判の悪いものの筆頭で、これを話題に取りE

け. るだけで、早や非難の声舅ヨ鮒として殺到しかねない有搬である、しかしかく非難する人に手、

この文iよ読んで貰いたい1. 、読んで翁の真意を」llil解して戴きたいと思う. 女k学すべて19ケ條

                  一 (il ・. ・・



は柑当長文なので、これを紹介する余裕がないが、f列えば

L嫉妬の心、西湘べh・ 4ず. 魚心ならば諌丸. 磁ン・からず. 轍Llうオ職醸

 しの             てり                オレ し                               ノし ルぞ

 色・言葉も直面冷じくして、却而夫に疎まれ、兄限らる・物なり。若夫不義過有ば、わが色
        りろひ       ノコ                             サ                 も

 を和らぎ、声を雅にして諌べし。諫を感ずして怒らば、先暫止て、後に夫の心和たる時、復
  ノヒ       ズ

 諌べし。必気色を暴くし、こゑをいら・ぎて、夫に底ひ叛くことなかれ、(第8項)

の如くで、或ヒトが言ったように女子に対していささか要求が酷である。そのためか、非難の

声は盆々にして婦人の側からのものが多い。これは. 女子の貞淑をいいことにして不義を続ける

男子の側にも責任ありと言うべきだが、. 尊徳翁の言の如く、女大学は女子に対'弓噛る訓、男イ・は

関与してはならないのである。それを'げ男子の読むべきものに非. 1‘Vと言って居るのであり、

男子は別に男大学を作って男修業に励めばよい現に大へんうまくけっている家庭には、

必ず書かれざる男大学があって、男子たるの務か果されている筈である。

 ところで要求の1考酷なる点に於ては、次に述べるバイブルの如き女人ti:の比ではない、、

・だれかがあなたの右の顛を打ったら、左をも向けよ。裁判所に1訴えてド著を取ろうと一3一る者

 には、L着をも取らせてやれ。

 ……求める者には与えよ。 (マタイ伝第5阜一岩波文庫版)

・しかしわたしはあなた違に言う、敵を愛せ. ;.  Tl

 自分を迫害する者のために祈れ。

 (それは)あなた達が天の父上の子であることを示すためである父1;は悪人のしにも善人

 の⊥にもHをのぼらせ正しい人にも正しくない人にも、雨を土∫降らしになるのだから

 ……あなた達は、天の父上が完全であられるように完全になれ。 (liilL)

寡聞にして私は、この譜句が前時代的であり、一一・方的且つ'll鴇㌃であると非難する声を〕. fにした

ことがない。反対にこれを尊敬し、これに感激する人は決して少くない。たとえ困難でも、こ

れをいみじと思う人が多かったからこそ、二T・年の試煉を経た今日もなお白々の心に前人をワ

えているのであろう。若しもバイブルのことばならば尊敬できるというのであれば、同様な意

味において女大学の点々にも理解を示して欲しいものであるttt何故ならば女f'の:叢践倫理

として、これ稚詳細なものは他に例を見ないし、恐らく外国に於ても、真意が分ればllこ恕する

人が多いと思うからである. . そして尊徳翁の書の如く、男. r・はこれに1 1' 2. ることなく、別に厳

しい倫理項1. 」を店口て臼らの道を尽す、そこに男. 女の美しい関係が成立するのではあるまいか、

 これ程の卓説ながら、尊徳翁のこの言はあまりHl:に知られていない、私の兄たのも偶然であ

る。然し真理は孤立せず1と言うべきか氣を付けて見れば翁tl:同様の考えを持ち、 liil様のこと

を言っている人は意外と多い。その二三の例を挙げて、｛11手がどのようであろうとも、汝は

汝の最善を尽せと教える我等の先躍父祖の声に耳を傾けたい。

 最初は本学初代学長の首である. 
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。女性はローヒの人からいわれれば・たとえ二二っていても、ハイ、といって聞き、ゆっくり1岸

 問をかけて相手に闇違いをさとらせることが大切(である) (河野タカ伝128頁〉

・(学長は)どんなにできのいい女でも、男を押しのけてしゃしゃり出る女は嫌いである、、女

 は縁のトの力持ちに徹しろ、というのが持論である。何も男に屈服しろというのではない。

 士浮に男を立てるのが女のつとめであり、そうするならば結局はそれが女のしあわせにつな

 がる……(「司92頁〉

次はIL大名誉教授T博'1マ(タlill芋学生部長)の教師論である、、

 かつてのk学紛争のとき、暴力学生を見るに兇かねてか(随分ひどかった由である)、私の知

 人T氏が「先生、暴力団をつれてきてあげませうか」といったのである。T氏は昔の炭坑管

 理者であった。もちろん、暴力団の親分ではないが、撰力団を用心棒に利用した経験の持ち

 tだったかもしれない。私は即座に制した。 「余計な真似はしないでください。教育という

 ものは. ・方通行なのですご学生が掌生たらずとも、教師はどこまでも教師でなくてはならん

 のです、『…」

 教師の道［ :t IH！！11だけしか存在しないのである。もし「生徒が先にやったから先生もやって何

 が悪いjというやうな'咽には目をの意兇が川たとしたら、それはとんでもない諜りであ

 る。 (日木10♪1号)

よ・)て岡氏は某中‘芦校の教師が護身のためとは言え、自校の生徒をナイフで刺したことには断

乎として反対で. ある、

 最後は萩の野山獄で同囚を相手に君臣父子兄弟夫婦の道を説いた吉1］1松陰の教である。
 セリ

。若君々タラズト云ドモ、臣々タラバ、天ド尚平ナリ)臣々タラズト云ドモ、看々タラバ天「卜

 尚平ナリ. 、君ハ君ノ道ヲ継シテ臣ヲ感格スベシ。臣ハ臣ノ道ヲ盤シテ君ヲ感格スベシ。

 父子兄弟夫婦モー・・哩ナリ (必需剤記一離婁上盤11章)

・春心ノ如キ、孟. . ∫・箕〔王ノ為二i説ク。故二君道ヲ以テ主意トス。蕎シ誤テ臣道モ一如、是ト思ハ

 ・tt、二二非ナリ. 、若シ臣道ヲ論ズ1レ時日、君門タラス. 1・云トモ、臣以テ臣タラザルベカラズ

 ト、 ノi｝づ鳴り。 (1司、離i婁調』F第3章)

。因テ臣子ノ心得ヲ論ズベシ。筍モ君父アラン二三、労シテ怨ミズト云フコトヲ落着スベシ。

回訓ハレザレドモ言聴カレザレドモ、功アリテ却テ罪セラレ、志アリテ却テ疎ゼラル・ト云

 トモ、毫木モ二心アルベカラズ。 (同、離婁ヒ第28章)

・凡ソ慈父仁君二三ヘテ孝子トナリ忠臣トナル者、古今少カラズ。誠二吉祥善事ト云ベシ。暴

 君頑～ぐ二lllヘナ忠孝ナル者二至テハ、不幸ノ至り、誠二哀シムベシ、然ドモ油物非レバ真ノ

忠孝ノax意ヲ観ルニ足ラズu、 (‘司 一ヒ｝

・四強ク勢盛ンナル時ハ軌レモ忠勤ヲ励ムモノナリ、国王へ山回ルニ至テハ志ヲ変ジ、敵

 二降リ、主ヲ売ル類寡カラズ故二人ハ晩節ヲ全フスルニ非ザレバ、何程才智掌:芸アリト難

〔貼一一



 ドモ、亦何ゾ尊ブニ足ンヤ。明主二忠アルハ珍ラシカラズ、暗1三二忠ナルコソ真忠ナレt慈

 父二孝アルハ珍ラシカラズ/. 一頑父二孝ナルコソ真孝ナレe…｛同、離婁一F第13章)

と。これらの方々ぱいずれも美辞麗句を並べんがためにこれを言われたのではない1. 自らの実

践と信条の一ヒに、これらのことばがにじみ出たのである

                                   「                  ハセしらせ
 さて氏綱の遺訓の最後、第5項はり勝て甲の緒をしめよであった。勝利を得た後にこそ、

なお油断をするなと言う。さればl11｛和の大難、敗れてな1:・111の緒は緩みに緩んでいる今H、泉

下の氏綱は我等に何を遺し、何を訓えるであろうか
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